
















































備
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

胎
児
の
状
態
を
知
る
に
は
病

院
に
置
か
れ
た
胎
児
モ
ニ
タ
ー

で
の
計
測
が
必
要
だ
が
、
こ
の

装
置
に
携
帯
性
を
持
た
せ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
妊
婦
が
自
宅

や
勤
務
先
で
計
測
し
て
医
師
に

デ
ー
タ
を
送
信
す
る
こ
と
で
、

遠
隔
医
療
装
置
と
し
て
活
用
で

き
る
。

　

そ
ん
な
Io
T
型
胎
児
モ
ニ

タ
ー
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
の

が
、
メ
ロ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
だ
。
同
社
の
尾
形
優
子
代

表
は
、
日
本
初
の
産
婦
人
科
電

子
カ
ル
テ
を
事
業
化
し
た
実
績

　

35
歳
以
上
の
高
齢
出
産
は

年
々
増
加
し
、
全
体
の
30
％
に

達
し
た
。
高
齢
出
産
で
は
高
頻

度
の
通
院
が
必
要
と
な
る
が
、

働
く
妊
婦
の
増
加
に
よ
り
通
院

で
き
る
時
間
も
限
ら
れ
て
い
る
。

離
島
や
山
間
部
な
ど
出
産
施
設

が
な
い
地
域
で
は
、
通
院
に
船

や
車
で
数
時
間
か
か
る
こ
と
も

多
く
、
出
産
に
関
す
る
環
境
整

写真左から、竹内康人、原量宏、二ノ宮敬治、尾形優子、國方隆良、河野弘就、杉村拓也

01 世界初、時と場所を選ばずに計測可能な分娩監視装置を実現

02 据置型モニターの機能をそのままにデータ送信機能を実装

を
持
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
香
川

大
学
の
原
量
宏
教
授
が
技
術
協

力
し
た
。
原
教
授
は
70
年
代
に
、

据
置
型
胎
児
モ
ニ
タ
ー
を
世
界

に
先
駆
け
て
開
発
し
た
中
心
人

物
だ
。

　

小
型
化
に
お
い
て
は
、
極
め

て
高
度
な
信
号
処
理
の
実
現

や
、
低
周
波
域
で
の
小
型
化
が

困
難
な
ス
ピ
ー
カ
ー
の
問
題
な

ど
、
課
題
が
山
積
し
て
い
た
。

そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
、
従

来
は
ア
ナ
ロ
グ
処
理
さ
れ
て
い
た

部
分
の
大
幅
な
デ
ジ
タ
ル
化
を

実
現
。
信
号
周
波
数
を
倍
加

さ
せ
る
技
術
で
ス
ピ
ー
カ
ー
を

小
型
化
さ
せ
る
な
ど
、
次
々
と

課
題
を
克
服
し
て
いっ
た
。

　

そ
の
結
果
、
据
置
型
と
同
等

の
性
能
を
保
持
し
つ
つ
、
小
型

化
に
加
え
て
モ
バ
イ
ル
化
と
無

線
化
に
も
対
応
し
た
デ
ー
タ
送

信
機
能
の
実
装
に
も
成
功
。
こ

う
し
て
、
母
体
の
陣
痛
計
と
胎

児
の
心
拍
計
、
さ
ら
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
P
C
に
専
用
ア
プ
リ
を
搭

載
し
た
、
世
界
に
類
を
見
な
い

高
性
能
な
Io
T
型
胎
児
モ
ニ

タ
ー
が
完
成
し
た
。

　

現
在
、
国
内
の
8
病
院
で

11
台
、
海
外
は
タ
イ
や
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ザ
ン
ビ
ア
、

ラ
オ
ス
な
ど
で
活
用
さ
れ
て
い

る
。
日
本
一
低
い
周
産
期
死
亡

率（
２
０
１
５
年
統
計
）を
誇
る

香
川
県
発
の
技
術
が
、
今
後

は
世
界
の
出
産
事
情
改
善
に
大

い
に
貢
献
し
て
い
く
は
ず
だ
。

通
院
困
難
な
妊
婦
た
ち
の

出
産
事
情
を
改
善
し
た
い

技
術
的
課
題
を
克
服
し
て

小
型
化
と
無
線
化
を
実
現

受賞メッセージ

胎児モニタリングの技術は日本発世界標準で
す。そして、胎児の死亡率が世界一低い香川県
から、香川大学発のシーズ技術で、世界中の
胎児とお母さんの命を救う製品が出来上がり
ました。この受賞を励みに、新たな「日本発世
界」を目指して行きたいと思います。

審査員の視点

女性の視点を生かしたコンセプトで、技
術に優れた医療機器。地方都市に拠点
を置き、世界展開を見据えた開発事業
としての価値も大きい。

女性の視点が生かされた
優れた医療機器

会 社 概 要

商　 号：	メロディ・インターナショナル株式会社
設　 立：	2015年7月
従業員数：7名
事業内容：	モバイル医療機器の開発とプラット

フォーム提供サービス

お 問 い 合 わ せ 先

メロディ・インターナショナル株式会社
香川県高松市林町2217-44 ネクスト香川304
TEL:087-813-7362
E-mail:support@melody.international 
代表取締役 CEO　尾形 優子
https://melody.international/

受 賞 理 由

医療+ITで世界に類を見ない小型化を実現
世界で安全な出産に貢献する

ウェアラブル胎児モニター

受
賞
件
名

世
界
中
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
を
見
守
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
I
o
T
型
胎
児
モ
ニ
タ
ー
の
開
発

受

賞

者

メ
ロ
デ
ィ・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社

尾
形 

優
子

リ
ー
ダ
ー

双方の機器を装着した様子。ハンディサイズなので
携帯性は抜群だ本装置で計測したデータは遠隔地の診療所から中核病院へのデータ連携もスムーズだ

左は胎児心拍計、右が母体陣痛計。医療機器には珍
しいハート型のデザインだ。数値はタブレットPCの
専用アプリに表示される

経
済
産
業
大
臣
賞

製
品
・
技
術
開
発
部
門

メ
ロ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
製品・技術開発部門

二
ノ
宮 

敬
治
／
河
野 

弘
就
／
國
方 

隆
良
／

杉
村 

拓
也
／
原 

量
宏（
※
1
）
／
竹
内 

康
人（
※
1
）

※
１ 

香
川
大
学
瀬
戸
内
圏
研
究
セ
ン
タ
ー

■中核病院を中心とした広域プラットフォームのイメージ

48経済産業大臣賞  製品・技術開発部門49 第8回 ものづくり日本大賞



へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
」

（
金
塚
紀
之
社
長
）
と
い
う
。

　

合
繊
メ
ー
カ
ー
と
共
同
開
発

し
、
国
際
水
泳
連
盟
の
認
定
を

受
け
た
競
泳
水
着
に
使
用
し
た

技
術
で
も
、
絹
の
前
処
理
で
行

う
精
錬
漂
白
加
工
の
高
圧
精
錬

法
を
応
用
。
供
給
さ
れ
る
生
地

を
目
的
の
伸
張
回
復
率
に
調
整

し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
ナ
イ
ロ
ン
織
物

に
収
縮
加
工
し
、
こ
れ
に
撥
水

性
・
伸
張
回
復
性
・
発
色
性
の

３
大
要
素
を
付
加
し
た
。

　　

そ
も
そ
も 

２
０
１
０
年
の
規

定
変
更
で
水
着
生
地
は
繊
維
を

　

五
泉
市
は
全
国
三
大
白
生
地

産
地
で
、
天
明
年
間
か
ら
五
泉

平
が
織
ら
れ
る
な
ど
二
百
余
年

の
歴
史
を
持
つ
絹
織
物
の
里
。

　

新
潟
染
工
は
絹
織
物
で
培
っ

た
技
術
で
染
色
整
理
業
を
展

開
。
染
工
所
の
役
割
は「
今
や

色
つ
け
だ
け
で
な
く
、
撥
水
や

抗
菌
、
防
臭
、
消
臭
等
の
付

加
価
値
加
工
に
よ
る
高
機
能
化

写真前列左から、金塚紀之、横濱高浩、後列左から、皆川哲、斉藤進一、枠内は、伊東克仁

01 繊維1本1本に加工を施し、撥水性を付与する世界唯一の技法

02 伝統技術の精錬漂白技術を応用し、優れた伸張回復性を実現

織
る
・
編
む
・
紡
ぐ
素
材
限
定

で
、
ラ
バ
ー
等
の
フ
ィ
ル
ム
素
材

は
公
式
使
用
禁
止
に
な
っ
た
。

　

新
基
準
に
対
応
し
た
加
工
生

地
は
、
２
０
１
２
年
ロ
ン
ド
ン
五

輪
や
２
０
１
６
年
リ
オ
五
輪
で
の

日
本
代
表
選
手
団
の
メ
ダ
ル
獲

得
に
貢
献
。
そ
の
カ
ギ
と
な
っ

た
の
が
優
れ
た
撥
水
性
と
伸
張

回
復
性
。
と
い
う
の
も
、
水
着

は
水
を
含
む
と
重
く
な
り
抵
抗

が
増
す
た
め
撥
水
性
が
不
可
欠

で
、
伸
張
回
復
率
の
高
い
生
地

で
の
フ
ィ
ッ
ト
＆
ホ
ー
ル
ド
感
は

進
行
方
向
へ
の
水
の
抵
抗
を
減

ら
す
フ
ラ
ッ
ト
ス
イ
ム
姿
勢
の
保

持
に
も
効
果
的
な
た
め
だ
。

　

同
社
で
は
弾
性
糸
の
ポ
リ
ウ

レ
タ
ン
が
40
％
以
上
織
り
込
ま

れ
た
生
地
の
送
り
速
度
、
液
温

度
、
浴
比
を
調
整
し
た
高
圧
精

錬
法
に
よ
り
従
来
比
35
％
ア
ッ

プ
の
伸
張
回
復
性
と
シ
ワ
の
な

さ
を
実
現
。
と
同
時
に
、
東
レ

と
共
同
特
許
取
得
の
特
殊
加
工

で
繊
維
１
本
１
本
に
撥
水
剤
を

浸
透
さ
せ
、
ス
ト
レッ
チ
織
物
生

地
に
お
い
て
も
撥
水
性
と
ム
ラ
の

な
い
染
色
を
保
持
。
さ
ら
に
、

塩
素
で
退
色
し
や
す
い
プ
ー
ル
で

も
使
用
に
耐
え
る
発
色
で
、
黒

一
色
の
競
技
水
着
界
に
新
風
を

も
た
ら
し
た
。

　

水
着
１
着
に
は
数
種
類
の
生

地
が
色
別
に
組
み
合
わ
さ
れ
、

視
覚
的
に
も
よ
く
映
え
る
。
い

よ
い
よ
２
０
２
０
年
、
大
い
に
注

目
し
た
い
先
端
ギ
ア
の一つ
だ
。

絹
織
物
で
培
っ
た

加
工
技
術
を
水
着
に
応
用

撥
水
性
と
伸
張
回
復
性
で

水
の
抵
抗
を
低
減

発
色
で
見
栄
え
も
演
出

受賞メッセージ

今までの競泳水着から方向転換し、新たに織
物素材で水着を作るという要望により、伸長
回復性、撥水・保水性と最適な生地に染色、
仕上加工することが必要で、選手の活躍を楽
しみに加工技術開発を続けてきました。今回
の受賞にあたり、開発にご協力頂いた社内外
の方々に感謝申し上げます。

審査員の視点

50年前の機械を改造し、日々温度で薬
品配合を変える等の繊細な管理は匠の
技。いずれは完全フッ素フリー加工を目
指し環境負荷低減も進めている。

加工ラインの繊細な
管理に匠の技あり！

会 社 概 要

商　 号：	新潟染工株式会社
設　 立：	1984年6月
従業員数：	140名
事業内容：	織物・編み物生地の染色整理加

及びプリント加工

お 問 い 合 わ せ 先

新潟染工株式会社
新潟県五泉市木越1600番地
TEL:0250-42-5101
FAX:0250-43-3848
E-mail:kaneduka@niigatasenko.co.jp
代表取締役社長　金塚 紀之
http://www.niigatasenko.co.jp/

受 賞 理 由

伝統の絹織物の加工技術を応用
ストレッチナイロン織物の競技用水着で

理想の「フラットスイム」に貢献

受
賞
件
名

水
泳
日
本
代
表
水
着
に

採
用
さ
れ
た
撥
水
加
工
技
術

受

賞

者

新
潟
染
工
株
式
会
社

金
塚 

紀
之

リ
ー
ダ
ー

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
伝統技術の応用部門

経
済
産
業
大
臣
賞

伝
統
技
術
の
応
用
部
門

新
潟
染
工
株
式
会
社

伊
東 

克
仁
／
横
濱 

高
浩
／
斉
藤 

進
一
／

皆
川 

哲

国内４大水着ブランド（ミズノ、アシックス、デサント、ゴールドウィン）採用の加工生地を使った競技用水着

ストレッチ生地が引っ張られた状態でも撥
水性を保持する

繊維1本1本に撥水性があり、水滴が球状になる。接触角
が広い鈍角ほど撥水性が高く、鋭角だと濡れ状態に

水面に対し体が水平な泳ぎ「フラットスイム」姿勢
を保つと、抵抗が最小化できる

50経済産業大臣賞  伝統技術の応用部門51 第8回 ものづくり日本大賞



結
果
、
醤
油
製
造
の
副
産
物

で
あ
る
醤
油
粕
中
に
発
見
さ
れ

た「
天
然
ヒ
ト
型
セ
ラ
ミ
ド
」は

麴
菌
が
生
産
し
て
い
た
こ
と
を

見
い
だ
し
た
。

　
セ
ラ
ミ
ド
と
は
人
間
の
表
皮
の

角
質
層
を
形
成
す
る
細
胞
膜
に

含
ま
れ
る
脂
質
の一種
で
、
皮
膚

の
保
湿
機
能
や
バ
リ
ア
機
能
を
果

た
す
。
し
か
し
、
加
齢
と
と
も

に
減
少
す
る
た
め
、
高
級
美
容

成
分
と
し
て
人
気
が
あ
る
。

　

同
組
合
で
は
、「
セ
ラ
ミ
ド
製

造
技
術
の
高
度
化
」「
抽
出
プ
ロ

セ
ス
の
構
築
」「
素
材
化
技
術
の

開
発
」「
安
全
性
・
機
能
性
の
評

価
」
と
い
う
、
4
つ
の
コ
ア
技
術

の
高
度
化
を
進
め
て
いっ
た
。
そ

の
結
果
、
醤
油
粕
の
５
倍
の
天

　

日
本
人
の
食
卓
に
欠
か
せ
な

い
醤
油
だ
が
、
そ
の
出
荷
数
は

こ
の
40
年
間
で
33
%
も
減
少
し

て
い
る
。

　

全
国
最
多
の
93
社
と
い
う
組

合
員
を
擁
す
る
福
岡
県
醤
油
醸

造
協
同
組
合
は
、
業
界
浮
揚
に

向
け
株
式
会
社
篠
崎
と
共
同
で

新
製
品
の
開
発
を
開
始
し
た
。

　

10
年
に
わ
た
る
研
究
開
発
の

写真左から、脇山元気、植木達朗、野田義治、森實剛史、篠崎博之、岡部國友

01 麴菌・醤油粕から天然ヒト型セラミド精製に成功

02 疲労感軽減効果と経皮水分蒸散抑制を活かし製品化を実現

然
ヒ
ト
型
セ
ラ
ミ
ド
を
蓄
積
す

る
麹
菌
体
を
調
整
し
、
低
コ
ス

ト
で
天
然
ヒ
ト
型
セ
ラ
ミ
ド
を
発

酵
生
産
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
に

成
功
し
た
。

　

醤
油
粕
と
麴
菌
の
天
然
ヒ
ト

型
セ
ラ
ミ
ド
は
、
セ
ラ
ミ
ド
含
有

量
が
90
％
以
上
と
高
く
、
ヒ
ト

の
皮
膚
に
存
在
す
る
セ
ラ
ミ
ド

と
同
じ
分
子
種
だ
。
経
皮
水
分

蒸
散
抑
制
と
疲
労
感
の
軽
減
な

ど
、
極
め
て
高
い
機
能
性
が
あ

る
こ
と
も
実
証
し
た
。

　
こ
う
し
た
高
い
機
能
は
食
品
や

化
粧
品
な
ど
、
様
々
な
商
品
への

展
開
が
見
込
め
る
。
福
岡
県
醤

油
醸
造
協
合
組
合
で
は
ヒ
ト
型

セ
ラ
ミ
ド
配
合
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
、

共
同
開
発
者
で
福
岡
県
の
酒
造

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
篠
崎
は
ヒ
ト
型

セ
ラ
ミ
ド
を
配
合
し
た
甘
酒
を

そ
れ
ぞ
れ
発
売
す
る
予
定
だ
。

　

同
組
合
工
場
で
発
生
す
る
醤

油
粕
は
年
間
約
１
０
０
０
ｔ
に
も

上
る
。
現
在
、
ヒ
ト
型
セ
ラ
ミ

ド
を
高
生
産
す
る
麴
菌
の
開
発

に
も
着
手
し
て
い
る
。

　

こ
の
ヒ
ト
型
セ
ラ
ミ
ド
を「
博

多
天
然
ヒ
ト
型
セ
ラ
ミ
ド
」
と

し
、
組
合
員
企
業
へ
の
普
及
も

図
る
予
定
と
い
う
か
ら
、
そ
の

イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
は
計
り
知

れ
な
い
。
さ
ら
な
る
商
品
化
で
、

地
域
活
性
化
や
醤
油
業
界
浮
揚

が
期
待
さ
れ
る
。

業
界
浮
揚
の
ヒ
ン
ト
は

意
外
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

セ
ラ
ミ
ド
配
合
の

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
甘
酒
を
販
売

受賞メッセージ

栄えある賞を賜り光栄に存じます。醸造に携
わる者として、古来より利用されてきた“麴菌”
が現代のものづくりの手助けとなったことを
感慨深く感じます。本件は株式会社ジェヌイ
ンR&D社と京都大学の皆様の協力をいただ
いたことにより達成できました。各位に心よ
り感謝申し上げます。

審査員の視点

醤油粕の麹菌に着目して高機能のセラ
ミドを発見したのは革新的。他県への
展開も計画中とのこと、エビデンスを
充実させて知財戦略も図ってほしい。

麹菌発酵という
着眼点が革新的

お 問 い 合 わ せ 先

福岡県醤油醸造協同組合 
福岡県筑紫野市大字牛島65
TEL:092-922-3831　FAX:092-928-3501
http://www.fsjk.or.jp

株式会社篠崎 
福岡県朝倉市比良松185
TEL:0946-52-0005　FAX:0946-52-2165
E-mail：info@shinozaki-shochu.co.jp
http//www.shinozaki-shochu.co.jp

受 賞 理 由

日本の伝統的発酵食品に利用されてきた「麴菌」が
高級美容成分を造っていた 

「博多天然ヒト型セラミド」配合食品を開発

受
賞
件
名

世
界
初
!! 

日
本
古
来
の
醸
造
技
術
か
ら
生
ま
れ
た

高
純
度
ヒ
ト
型
セ
ラ
ミ
ド
の
開
発
及
び
そ
の
実
用
化

受

賞

者

福
岡
県
醤
油
醸
造
協
同
組
合

会 社 概 要

商　 号：	福岡県醤油醸造協同組合
設　 立：	1966年４月
従業員数：	43名
事業内容：	福岡県の醤油業者の協同生産工場、

生揚(きあげ)醤油の生産が主な事業

商　 号：	株式会社篠崎
設　 立：	江戸時代後期清酒製造業創業
　　　　  1992年10月 株式会社篠崎改組
従業員数：	63名
事業内容：	酒 類 食 品 製 造 業（ 清 酒、焼 酎、リ

キュール、あまざけ）

※
1  

株
式
会
社
篠
崎

植
木 

達
朗

リ
ー
ダ
ー

■その高い機能性を活用した
商品化が期待される 
ヒト型セラミド

■天然ヒト型セラミド開発の４つのコア技術

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
伝統技術の応用部門

経
済
産
業
大
臣
賞

伝
統
技
術
の
応
用
部
門

福
岡
県
醤
油
醸
造
協
同
組
合

野
田 

義
治
／
脇
山 

元
気
／
岡
部 

國
友
（
※
1
）

／

篠
崎 

博
之
（
※
1
）

／
森
實 

剛
史
（
※
1
）

52経済産業大臣賞  伝統技術の応用部門53 第8回 ものづくり日本大賞



地
震
な
ど
の
シ
ミュレ
ー
シ
ョン
を

し
た
り
、
写
真
の
自
動
処
理
に

よ
る
３
Ｄ
モ
デ
ル
の
作
成
な
ど
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
要
望
に

応
じ
て
、
様
々
な
デ
ー
タ
と
連
携

す
る
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
開
発
が
可
能

な
機
能
拡
張
性
が
持
ち
味
だ
。

　

多
様
な
３
D
モ
デ
ル
素
材
を

Ｗｅ
ｂ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
提
供
し

て
い
る
た
め
、
道
路
や
鉄
道
の

線
型
な
ど
高
精
度
な
デ
ー
タ
作

成
が
容
易
で
、
景
観
や
日
照
、

天
候
、
交
通
量
と
い
っ
た
高
度

な
リ
ア
ル
タ
イ
ム
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ

ン
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　

東
北
大
学
未
来
科
学
技
術

　
パッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
開
発
技
術

を
基
盤
と
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
エ
イ

ト
は
、
土
木
・
建
築
設
計
を
支

援
す
る
独
創
的
な
汎
用
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
主
に
提
供
し
て
い
る
。

「
Ｕ
Ｃ

－ｗ
ｉｎ
／
Ｒｏａ
ｄ
」は
３
Ｄ

Ｖ
Ｒ
空
間
内
で
の
多
用
な
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョン
機
能
を
搭
載
し
た
ソ

フ
ト
で
、
他
ソ
フ
ト
の
デ
ー
タ
を

取
り
込
ん
で
交
通
流
、
津
波
、

写真左から、松田克巳、武井千雅子、伊藤裕二、新田純子　枠内は、ペンクレアシュ ヨアン

01 ３DVRを提供することで利害関係者間の合意形成支援が可能

02 種々のオープンデータや産業分野を結ぶプラットフォーム

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞

経
済
産
業
大
臣
賞
「
C
on
ne
c
t
e
d 
I
n
d
u
s
t
r
i
e
s-

優
れ
た
連
携
」部
門

共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
産
学

連
携
で
は
、震
災
復
興
と
防
災
、

自
動
運
転
に
注
力
し
て
研
究
を

進
め
る
過
程
で
、
３
Ｄ
Ｖ
Ｒ
デ
ー

タ
を
短
期
間
で
構
築
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
生
ま
れ

た
の
が
、「
Ｏｐ
ｅｎ
Ｆ
ｌ
ｉｇ
ｈ
ｔ

変
換
プ
ラ
グ
イ
ン
・
オ
プ
シ
ョン
」

だ
。
東
北
地
方
に
は
山
岳
部
が

多
く
、
勾
配
を
一つ
ず
つ
作
成

し
な
が
ら
地
形
デ
ー
タ
を
構
築

す
る
作
業
に
多
大
な
時
間
を
要

し
た
が
、「
Ｏｐ
ｅｎ
Ｆ
ｌ
ｉｇ
ｈ
ｔ

変
換
プ
ラ
グ
イ
ン
・
オ
プ
シ
ョン
」

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
大
規
模

な
３
D
V
R
空
間
を
、
専
門
家

で
な
く
て
も
容
易
な
操
作
で
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
幅
に

時
間
を
短
縮
し
た
。

株
式
会
社
フ
ォ
ー
ラ
ム
エ
イ
ト

　

さ
ら
に
、
Ｖ
Ｒ
推
進
協
議
会

と
の
連
携
に
よ
る
活
動
で
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
地
図
情
報
を
同
ソ
フ

ト
で
読
み
込
ん
で
、
Ｖ
Ｒ
を
活

用
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
整
備
。
こ
れ
を
メ
ー

カ
ー
や
専
門
家
へ
開
放
し
、
自

動
運
転
や
ド
ロ
ー
ン
、
I
o
T

な
ど
の
実
験
環
境
と
し
て
提
供

し
た
り
、
自
治
体
の
防
災
や
観

光
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
も

可
能
だ
。
こ
こ
か
ら
産
業
分
野

の
コ
ネ
ク
ト
が
進
展
し
て
い
く
こ

と
に
期
待
も
大
き
い
。　

　

同
社
の
技
術
は
、
利
用
者
の

独
創
力
に
よ
って
、
さ
ら
な
る
発

展
が
可
能
な
点
で
も
大
き
な
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
。

先
端
的
な
V
R
技
術
が

交
通
や
防
災
分
野
で
活
用

災
害
対
策
に
も
有
用

あ
ら
ゆ
る
産
業
で
期
待
大

受賞メッセージ

当社はソフトウェア開発により社会に安全・
安心をもたらすという使命のもと、土木・建
設・自動車等多様な分野のニーズに応えなが
ら、3DVRシステムを課題解決の共通プラッ
トフォームへと進化させてきました。今後も地
域・国土全体の活性化により貢献できるよう
挑戦を続けて行きます。

審査員の視点

オープンデータや産業分野を結びつけ
るプラットフォームとしてSociety 5.0
政策を具現化。日本発のVRソフトとし
て実績もあり、海外展開も期待される。

実績も評価も高い
日本発のVRソフト

お 問 い 合 わ せ 先

株式会社フォーラムエイト
東京都港区港南2-15-1 品川インターシティA棟21F
TEL:03-6894-1888  
FAX:03-6894-3888
代表取締役社長　伊藤 裕二
http://www.forum8.co.jp/

受 賞 理 由

災害対策などの幅広い分野で活用され
インフラ・公共空間計画の工事前に3DVRを提供

複雑な合意形成を支援するVR

受
賞
件
名

受

賞

者

株
式
会
社
フ
ォ
ー
ラ
ム
エ
イ
ト

伊
藤 

裕
二

リ
ー
ダ
ー

会 社 概 要

商　 号：	株式会社フォーラムエイト
設　 立：	1987年5月
従業員数：	243名
事業内容：	設計、解析、CAD及びVR・CGソフト

ウェアの開発・販売・サポート及び
技術サービス

大橋ジャンクションシミュレーション：高低差70ｍに2回転のループ、限られた用
地での4枝交差といった複雑な道路構造や、色分けによる誘導等を表現し、ドライ
ブシミュレータによる走行支援策を検討

北海道新幹線 札幌駅計画 VRシミュレーション：新幹線降車から在来線
乗り換えまでの歩行や、設置検討中のデジタルサイネージなどを表現。今
後の計画の進捗に合わせVRデータを各種検討に利用していく予定

「Connected Industries-優れた連携」
部門

V
R 
D
es
i
g
n 
S
t
u
d
i
o 
U
C-

w
in
/
Roa
d
の

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る

多
様
な
技
術・分
野
間
で
の
コ
ネ
ク
ト
加
速

武
井 

千
雅
子
／
ペ
ン
ク
レ
ア
シ
ュ 

ヨ
ア
ン
／

松
田 

克
巳
／
新
田 

純
子

54経済産業大臣賞  「Connected Industries-優れた連携」部門55 第8回 ものづくり日本大賞



11
月
に
本
格
稼
働
し
I
o
T
化

や
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
業
務
効

率
化
を
推
進
。
新
工
場
は
旧
工

場
の
機
能
移
管
に
加
え
、
Ｍ
Ｅ

Ｓ
を
導
入
し
た
点
に
最
大
の
特

徴
が
あ
る
。
Ｍ
Ｅ
Ｓ
と
は「
製
造

実
行
シ
ス
テ
ム
」の
略
語
で
、
設

計
シ
ス
テ
ム
や
生
産
管
理
シ
ス
テ

ム
と
生
産
設
備
な
ど
を
連
携
す

る
機
能
を
持
つ
。
例
え
ば
設
備

の
保
全
管
理
や
製
造
指
示
、
生

産
設
備
の
自
動
化
・
見
え
る
化

な
ど
が
実
現
で
き
る
。

　

し
か
し
、
Ｍ
Ｅ
Ｓ
の
構
築
は

困
難
だ
っ
た
。
特
に
金
剛
の
よ

う
な
板
金
系
工
場
で
は
、
工
程

が
網
目
状
に
流
れ
る
た
め
、
そ

れ
ら
を
統
括
す
る
シ
ス
テ
ム
の

開
発
は
不
可
能
と
思
え
る
ほ
ど

　

板
金
加
工
を
得
意
と
す
る
金

剛
は
、
移
動
棚
な
ど
の
オ
フ
ィ

ス
・
文
化
施
設
関
連
設
備
を

製
造
・
販
売
す
る
メ
ー
カ
ー
だ
。

し
か
し
、
２
０
１
６
年
４
月
に

発
生
し
た
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
、

本
社
工
場
は
完
全
復
旧
が
不
可

能
な
ほ
ど
の
打
撃
を
受
け
た
。

　

そ
こ
で
同
社
は
2
0
1
8
年

3
月
に
新
工
場
を
竣
工
。
同
年

写真左から北村徹、山下暁、岩永宏明、藤本和也、廣瀬暢聴、上村直也、大野弘貴

01 生産・設計データと異なるメーカー同士の生産設備の連携

02 先進的な無人化製造ラインの実現で人手不足の解消に貢献

複
雑
だ
。
さ
ら
に
機
器
の
自
動

化
に
必
要
な
入
出
力
シ
ス
テ
ム

は
、
各
メ
ー
カ
ー
の
知
的
財
産

な
の
で
簡
単
に
は
開
示
し
て
も

ら
え
な
い
。
金
剛
の
Ｍ
Ｅ
Ｓ
開

発
チ
ー
ム
は
、
各
機
器
メ
ー
カ
ー

と
何
度
も
仕
様
や
要
求
事
項

の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
自
動

化
へ
の
熱
意
と
メ
ー
カ
ー
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
粘
り
強
く
伝
え
、

設
備
の
連
携
に
成
功
し
た
。

　

同
社
の
主
力
商
品
で
あ
る

移
動
棚
に
は
東
日
本
大
震
災

以
降
、
免
震
構
造
や
書
架
の

落
下
防
止
機
能
な
ど
の
追
加

ニ
ー
ズ
が
急
増
し
て
い
た
が
、

従
来
の
製
造
ラ
イ
ン
で
は
細
か

な
仕
様
変
更
は
難
し
か
っ
た
。

し
か
し
、
Ｍ
Ｅ
Ｓ
の
導
入
に
よ

り
仕
様
変
更
や
生
産
開
始
ま

で
の
時
間
の
短
縮
、
作
業
指
示

の
自
動
化
な
ど
が
可
能
に
な

り
、
仕
様
・
生
産
量
を
柔
軟

に
変
え
る「
変
種
変
量
生
産
」

で
、
現
在
は
ひ
と
月
に
お
よ
そ

７
５
０
０
種
の
製
品
を
約
20
万

個
出
荷
。
こ
れ
は
同
業
他
社

に
比
べ
、
驚
く
べ
き
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
生
産
量
だ
。

　

人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、

中
小
企
業
で
あ
り
な
が
ら
Ｉｏ
Ｔ

で
自
動
化
・
省
人
化
を
実
現
し

た
同
社
の
姿
は
、
未
来
の
製
造

業
の一つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
多
方
面

か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
に

新
工
場
に
Ｍ
Ｅ
Ｓ
を
導
入

Ｍ
Ｅ
Ｓ
の
導
入
で

顧
客
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

受賞メッセージ

この度は栄誉ある賞をいただきありがとうご
ざいます。熊本地震からの復興の中、変革へ
のチャンスを掴み取るため、チーム一丸とな
り失敗を恐れず挑戦した結果だと思ってい
ます。変革はまだ道半ばですが、熊本の創造
的復興の一端を担えるよう、今後も挑戦し続
けます。

審査員の視点

100人規模の製造現場でIoTを駆使
して、製造工程の自動化、見える化を
築き上げたことは、次世代の「ものづ
くり環境」の構築にもつながる。

中小企業でＩｏＴを駆使した
ものづくり環境を築き上げた

会 社 概 要

商　 号：	金剛株式会社
設　 立：	1951年
従業員数：	300名
事業内容：	オフィス・文化施設関連設備の製造

販売

お 問 い 合 わ せ 先

金剛株式会社
（本社）
熊本県熊本市西区上熊本3丁目8-1
TEL: 096-355-1111（代） FAX: 096-352-0227

（新工場）
熊本県上益城郡嘉島町大字上仲間字八津1825番地
TEL.050-1746-1600
E-mail:mnt@kongomail.com
社長室 室長　倉野尾 祐司
https://www.kongo-corp.co.jp/

受 賞 理 由

板金加工で困難だった
メーカーの異なる生産設備の連携に成功

変種変量生産体制を省人化

受
賞
件
名

受

賞

者

金
剛
株
式
会
社

山
下 

暁

リ
ー
ダ
ー

藤
本 

和
也
／
上
村 

直
也
／
大
野 

弘
貴
／

岩
永 

宏
明
／
北
村 

徹
／
廣
瀬 

暢
聴

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞

経
済
産
業
大
臣
賞

金
剛
株
式
会
社

同社の主力商品。近年は防災機能
を含めた要望が多くなった

M
E
S
を
中
心
と
し
た
工
場
シ
ス
テ
ム
と

生
産
設
備
の
相
互
接
続
に
よ
る
工
場
I
o
T
化

■ＭＥＳによる各システムとの連携。生産性を上げ、作業時間を大幅に減少させた

「Connected Industries-優れた連携」
部門

「
C
on
ne
c
t
e
d 
I
n
d
u
s
t
r
i
e
s-

優
れ
た
連
携
」部
門

5657 第8回 ものづくり日本大賞 経済産業大臣賞  「Connected Industries-優れた連携」部門



受
け
、
福
岡
県
産
業
・
科
学
技

術
振
興
財
団
は
２
０
０
１
年
、

半
導
体
の
設
計
技
術
者
育
成

を
目
的
に「
福
岡
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ

Ｉ
カ
レ
ッ
ジ
」
を
設
立
。
さ
ら

に
、
急
激
に
進
む
デ
ジ
タ
ル
技

術
者
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

２
０
１
６
年
に
は「
シ
ス
テ
ム
開

発
技
術
カ
レ
ッ
ジ
」
と
改
名
し
、

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

両
軸
に
し
た
技
術
教
育
を
実
施

し
て
い
る
。

　

組
込
み
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の

前
提
知
識
と
し
て
必
要
な
Ｃ
言

語
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
講
座
や
、

急
速
に
ニ
ー
ズ
が
拡
大
す
る
Ａ

Ｉ
技
術
や
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ

に
関
す
る
講
座
な
ど
、
50
を

超
え
る
講
座
を
提
供
。
生
涯

　

半
導
体
の
需
要
は
近
年
、
５

Ｇ
に
代
表
さ
れ
る
高
速
モ
バ
イ

ル
通
信
を
は
じ
め
、Ａ
Ｉ
チ
ッ
プ
、

車
載
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
用
な
ど
細

分
化
が
進
行
。
高
度
な
用
途

に
特
化
し
た
半
導
体
に
携
わ
る

技
術
者
に
は
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
両
面
に
精
通
し
た
幅
広
い
知

識
と
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
業
界
の
ニ
ー
ズ
を

講座は、座学に加えて機器を使った実習も行われる。

01 産業ニーズを的確に取り入れて、ものづくり人材を育成

に
わ
た
っ
て
教
育
と
就
労
を
繰

り
返
し
て
ス
キ
ル
を
高
め
続
け

る「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」の
場
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
企
業

内
教
育
と
異
な
る
の
は
、
豊
富

な
演
習
機
材
に
よ
り
実
践
的
な

講
義
が
行
わ
れ
る
点
だ
。
例
え

ば「
組
込
み
L
i
n
u
x
」
の

講
座
で
は
、
シ
ス
テ
ム
の
概
要
を

理
解
し
、
マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
で
の

実
習
を
通
し
て
、
L
i
n
u
x

の
基
本
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技

術
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
の

方
法
を
習
得
す
る
。
福
岡
県
内

の
半
導
体
産
業
振
興
の
た
め
の

人
材
育
成
と
産
業
集
積
を
目

的
に
設
立
さ
れ
た
同
カ
レ
ッ
ジ

だ
が
、
現
在
は
受
講
先
企
業
か

ら
の
強
い
要
望
に
応
え
る
た
め
、

日
本
各
地
へ
出
張
し
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に

養
成
し
た
技
術
者
は
1
万
７
千

人
を
超
え
る
。

　

世
界
的
な
拡
大
が
続
く
半

導
体
市
場
の
中
で
、
東
ア
ジ
ア

の
設
計
開
発
拠
点
化
を
目
指
し

て
き
た
結
果
、
福
岡
県
内
に
は

活
動
開
始
時（
２
０
０
１
年
）の

約
２・５
倍
の
半
導
体
関
連
事

業
所
が
集
積
。
同
カ
レ
ッ
ジ
が

果
た
し
て
き
た
役
割
と
産
業
振

興
効
果
は
非
常
に
大
き
く
、
日

本
の
半
導
体
業
界
の
競
争
力
向

上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

変
化
す
る
半
導
体
需
要
に

対
応
で
き
る
技
術
者
の
育
成

企
業
内
教
育
と
は
異
な
る

実
践
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

受賞メッセージ

この度、栄誉ある賞をいただき、誠に光栄に
存じます。我々カレッジは、設立以来多くの技
術人材を育成してきました。今後益々深刻に
なると予想される技術人材の不足は、企業に
とって深刻な問題です。今回の受賞を機に、な
お一層、企業に必要とされる技術人材の育成
に励んで参ります。

審査員の視点

従来の日本企業は企業内に学校を設
けて新人や中堅技術者を育ててきた
が、最近では業界全体での教育がク
ローズアップされてきている。

技術者を養成する
新しい教育システム

会 社 概 要

団 体 名：	公益財団法人 
福岡県産業・科学技術振興財団

設　 立：	1989年11月1日（1996年7月1日改組）
2014年4月1日 財団法人から公益財団
法人へ移行

従業員数：	70名
事業内容：	産学官の共同研究による創造的研究

開発支援事業／科学技術に関する研
究交流事業／国際的科学技術交流推
進事業／創造的な事業活動を行う中
小企業の育成・支援事業／科学技術
に関する人材育成事業／その他、本財
団の目的を達成するために必要な事業

お問い合わせ先

公益財団法人福岡県
産業・科学技術振興財団
システム開発技術カレッジ
福岡県福岡市早良区百道浜３丁目８−３３
TEL: 092-822-1550
FAX: 092-832-7158
校長 福田 晃
http://ist-college.org/

受 賞 理 由

AI、高速モバイル通信、車載ネットワークなど
新しい技術に応える教育プログラムで

新世代の半導体技術者を育てる 

■講座用のテキストと実習用機材■講座体系

第８回
ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞
人材育成支援部門

経
済
産
業
大
臣
賞

人
材
育
成
支
援
部
門

公
益
財
団
法
人
福
岡
県
産
業
・
科
学
技
術
振
興
財
団

受
賞
件
名

半
導
体
関
連
分
野
で
国
内
最
大
と
な
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
機
関

「
シ
ス
テ
ム
開
発
技
術
カ
レ
ッ
ジ
」

受

賞

者

公
益
財
団
法
人
福
岡
県
産
業
・
科
学
技
術
振
興
財
団

熱設計実習基板メタルマスクBeagleBoneRaspberry PiArduino

はんだ実習基板

CAN/LIN
実習ボード

FPGA(ALTERA)ボード マイコン制御実習ボード

講座専用に開発したテキスト（一部）

多様な実習用機材（一部）

ハードウェアやソフトウェアの基礎から、
情報処理、画像・センシングなど幅広く盛
り込んでいる

02 出張対応により県外の技術者育成にも貢献

58経済産業大臣賞  人材育成支援部門59 第8回 ものづくり日本大賞
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る
新
製
品
開
発
を
目
指
し
、
白

羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
の
が
、

美
里
町
の
キ
ョ
ー
ユ
ー
。
精
密
金

属
加
工
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
航

空
機
や
医
療
機
器
な
ど
高
精
細

な
加
工
を
得
意
と
す
る
同
社
は

技
術
力
に
定
評
が
あ
る
。
過
去

に
は
雄
勝
石
を
使
っ
た
ペ
ー
パ
ー

ウ
ェ
イ
ト
を
開
発
し
た
実
績
も

あ
っ
た
。
折
し
も
、
N
P
O
法

人
未
来
産
業
創
造
お
お
さ
き

（
以
下
M
S
O
）が
主
催
す
る
研

究
会
の
座
長
を
務
め
る
堀
切
川

一
男
氏（
東
北
大
学
大
学
院
教

授
）は
、
雄
勝
石
で
酒
器
を
作

る
構
想
を
温
め
て
い
た
。

　

キ
ョ
ー
ユ
ー
を
訪
問
し
て
そ
の

技
術
力
に
感
服
し
た
堀
切
川
氏

は
、
酒
器
開
発
を
提
案
。
し
か

　

宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
は
、

黒
色
で
光
沢
の
あ
る
雄
勝
石
の

生
産
地
で
、
硯
の
国
内
シ
ェ
ア

7
割
を
誇
る
。
し
か
し
、
東
日

本
大
震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
て
職
人
が
離
散
。
伝
統
工

芸
の
危
機
に
瀕
し
、
県
内
の
産

学
官
が
連
携
し
て
復
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
立
ち
上
が
っ
た
。

　

雄
勝
石
を
使
っ
た
硯
に
替
わ

写真前列左から、加藤義徳、堀切川一男、後列左から、島貫昭彦、早坂健、柴田圭、小林誠樹。　枠内は、高橋頼雄

01 先端技術で実績を重ねる名門中小企業が伝統工芸再生に技術協力

02 雄勝石産業の復興支援のため地元関係者が一丸で技術を確立

し
、
石
の
高
精
細
加
工
は
困
難

を
極
め
る
作
業
だ
っ
た
。
石
は

脆
性
材
料
で
、
簡
単
に
割
れ
た

り
欠
け
た
り
す
る
。
平
盃
の
よ

う
に
薄
さ
が
求
め
ら
れ
る
形
状

で
は
、一段
と
加
工
が
難
し
い
。

　

加
工
技
術
に
つ
い
て
は
、
雄

勝
硯
生
産
販
売
協
同
組
合
に

協
力
を
求
め
、
雄
勝
石
加
工
の

伝
統
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
さ

れ
た
。
強
い
味
方
を
得
て
、
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
末
に
、

よ
う
や
く
欠
け
や
割
れ
の
発
生

を
極
力
抑
え
た
最
適
な
加
工
条

件
に
た
ど
り
着
く
。

　

開
発
資
金
は
M
S
O
の
尽
力

に
よって
調
達
。
地
元
の
美
里
町

も
資
金
面
な
ど
で
支
援
し
た
。

堀
切
川
研
究
室
が
、
酒
器
と
し

て
重
要
な
口
当
た
り
評
価
法
を

考
案
。
エン
ド
ミ
ル
加
工
後
、
研

磨
仕
上
げ
で
最
良
の
口
当
た
り

を
実
現
。
商
標「
雄
勝
の
濡
れ

盃
」を
取
得
、
完
成
を
見
た
。

　

関
係
者
へ
の
試
飲
で
は「
石
の

冷
た
さ
を
感
じ
ず
、
温
か
み
が

あ
る
」「
濡
れ
た
面
の
漆
黒
が
美

し
い
」な
ど
と
高
評
価
だ
っ
た
。

　

震
災
復
興
の
象
徴
で
あ
り
、

伝
統
と
先
端
技
術
が
融
合
し

た
新
た
な
工
芸
品
と
し
て
、

２
０
１
８
年
に
英
国
の
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
＆
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
に
収

蔵
さ
れ
る
な
ど
、
海
外
で
も
話

題
に
な
って
い
る
。

硯す
ず
りで
知
ら
れ
る
雄
勝
石
が

震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
に

地
元
自
治
体
も
協
力
し

一丸
と
な
っ
て
復
興
支
援

受賞メッセージ

これまで培ってきた先端加工技術を新商品創
出に活かしました。栄えある受賞は、社内外含
め本プロジェクトに関わった全ての方の賜物
であると感じています。共に取り組んだ皆様
との出会いと機会に心から感謝し、今後も産
学官地域連携を大切にしながら技術力向上
に努めてまいります。

審査員の視点

被災地の伝統工芸が再生可能という
事例。モノの評価もさることながら、復
興再生とストーリー性に重みがある。
被災地でなければ、早期に売り上げを
伸ばせていたはず。

被災地の復興再生と
物語の重みにも注目

会 社 概 要

商　 号：	キョーユー株式会社
設　 立：	1980年5月
従業員数：	93名
事業内容：	産業用省力化機械装置・治工事

等の設計、製作／精密機械部品製
造／精密プレス・モールド金型の設
計・製作／精密金型部品製造

お 問 い 合 わ せ 先

キョーユー株式会社
宮城県遠田郡美里町関根字新苗代江149-1
TEL:0229-34-2329 
FAX:0229-34-1965
E-mail:info@kyoyu.jp
事業企画・品質保証・生産技術担当 取締役部長
早坂 健
http://www.kyoyu.jp/

受 賞 理 由

震災で壊滅的打撃を被った天然石生産地
地域一体の産学官プロジェクトで復興に挑戦

伝統×技術で誕生した「濡れ盃」

受
賞
件
名

伝
統
工
芸
と
先
端
機
械
加
工
技
術
の
融
合
で

先
端
技
術
工
芸
品「
雄
勝
の
濡
れ
盃
」誕
生
！

受

賞

者

キ
ョ
ー
ユ
ー
株
式
会
社

早
坂 

健

リ
ー
ダ
ー

堀
切
川 

一
男（
※
1
）
／
柴
田 

圭（
※
1
）
／
加
藤 

義
徳（
※
2
）
／

島
貫 

昭
彦（
※
3
）
／
高
橋 

頼
雄（
※
4
）
／
小
林 

誠
樹（
※
5
）

※
１ 

国
立
大
学
法
人
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科　

※
２ 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
未
来
産
業
創
造

お
お
さ
き　

※
３ 

株
式
会
社
こ
け
し
の
し
ま
ぬ
き　

※
４ 

雄
勝
硯
生
産
販
売
協
同
組
合　

※
５ 

美
里
町

■製造工程

宮城県の産学官協働の復興プロジェクトとして開発 「雄勝の濡れ盃」はぐい呑み（左）と平盃（右）がラインアップ

東北大学大学院堀切川教授
●技術開発助言・指導　　●製品開発指導　　●製品評価

雄勝硯生産販売協同組合 キョーユー（株）

NPO法人未来産業創造
おおさき （株）こけしのしまぬき 美里町

●雄勝石の伝統的な加工技術情報提供
●機械加工に適した原石の調達

●連携体構築、開発支援
●開発資金調達

●酒器のデザイン 
●商品化・販売

●補助事業申請
●関係機関調達

●雄勝石の精密切削技術開発
●精密研削、研磨技術の開発

支援

原石切断（研削盤） ぐい呑み加工（複合旋盤） 平盃加工（縦型マシニング） 磨き（旋盤）

第８回
ものづくり日本大賞

特別賞
伝統技術の応用部門

特
別
賞

伝
統
技
術
の
応
用
部
門

キ
ョ
ー
ユ
ー
株
式
会
社

62特別賞  伝統技術の応用部門63 第8回 ものづくり日本大賞



64特別賞 受賞者65 優秀賞 受賞者一覧



66優秀賞 受賞者一覧67 「ものづくり日本大賞」について


